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顔も知らない大学図書館や病院図書室の担

当の方から親切を受け、（大げさですが）感

激することがあります。こちらからの依頼に

対する単なる答えだけではなく、担当者の方

の機転と厚意による付加価値のついたサービ

ス。ファックスや郵便だけのやりとりだった

りしますが、そこには確かにライブラリアン

シップの存在を感じます。

インターネットで誰もが情報源にアクセス

できる時代、２１世紀の図書館は？図書館員は

どうなるのか？などという話をよく耳にしま

すが、コンピュータからは得られない、私た

ち図書館長だからこそ提供できる情報やサー

ビスがあります。

相互協力の上でも、もちろん利用者に対す

るときも、相手を思いやれる程度の心のゆと

りや、ライブラリアンシップを、失わずに済

むような時代がこれからも続いてほしいと思

います。

（大橋真紀子）
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